
(公社)岩倉市シルバー人材センター   会員向け機関紙       令和 6年 12月号  第 107号 

紅
葉
の
季
節
も
駆
け
足
で
過
ぎ
早
十

二
月
に
入
り
、
今
年
も
後
ひ
と
月
を
切
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
日
増
し
に
寒
さ
が
身

に
染
み
る
日
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

体
調
管
理
も
大
変
で
す
。
運
動
不
足
に

な
ら
な
い
よ
う
身
体
を
動
か
し
、
気
力
の

充
実
を
図
り
、
こ
の
冬
を
元
気
に
乗
り
越

え
、
新
し
い
年
を
迎
え
た
い
も
の
で
す
。 

    

十
一
月
二
十
七
日
㈬
午
後
一
時
三
十

分
か
ら
、
岩
倉
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
三

階
視
聴
覚
室
兼
研
修
室
に
お
い
て
定
例

の
理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
議
案
審
議
】 

㈠ 

令
和
七
年
度
配
分
金
見
積
基
準 

岩
倉
市
と
公
共
受
注
に
関
す
る
令
和

七
年
度
配
分
金
見
積
基
準
の
合
意
を
得

た
た
め
、
民
間
受
注
を
含
め
た
配
分
金
見

積
基
準
を
改
定
し
ま
す
。
令
和
七
年
度

は
、
人
力
除
草
の
単
価
を
九
百
十
円
か
ら

九
百
八
十
円
に
増
額
す
る
ほ
か
、
全
体

的
に
五
十
円
～
七
十
円
増
額
改
定
し
ま

す
。 

【
報
告
事
項
】 

㈠
会
員
の
入
退
会
状
況 

十
月
末
の
会
員

数
は
表
の
と
お
り

で
す
。
九
月
と
十

月

の
入

会

者

数

は
、
男
性
四
人
、

女
性
五
人
の
計
九

人
。
退
会
者
数
は

男
性
一
人
で
、
差

し
引
き
八
人
増
と

な
り
ま
し
た
。
四

月
か
ら
の
累
計
で

は
十
一
人
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

入
会
者
は
、
六
十
歳
代
が
五
人
、
七
十

歳
代
が
三
人
、
八
十
歳
代
が
一
人
で
す
。

退
会
者
の
退
会
理
由
は
、
病
気
で
す
。 

 

㈡
事
業
運
営
状
況 

九
月
ま
で
の
実
績
は
、
一
般
家
庭
、
公

共
は
ほ
ぼ
前
年
並
み
で
す
が
、
事
業
所
は

今
年
度
石
仏
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
管
理
業

務
が
な
い
た
め
減
少
と
な
っ
て
お
り
、
全

体
的
に
は
、
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
配
分
金
の
予
算
計
上
額
に
対
す

る
執
行
率
は
約
四
十
八
％
で
、
こ
の
ま
ま

推
移
し
て
い
け
ば
五
％
程
減
額
と
な
る
見

込
み
で
す
。 

㈢
職
務
執
行
状
況
報
告 

一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
、
会
長
、
副
会

長
、
常
務
理
事
の
職
務
の
執
行
状
況
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
重
要
案
件
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

【

そ

の

他

】 

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法
が
施
行
さ
れ
、
令
和

七
年
四
月
か
ら
契
約
方
法
の
見
直
し
を

行
う
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
そ
の
内
容
を

説
明
す
る
会
員
用
、
発
注
者
用
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
配
布
す
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。 

ま
た
、
令
和
七
年
度
の
総
会
開
催
日

は
、
令
和
七
年
六
月
十
八
日
㈬
を
予
定

し
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

      

十
月
二
十
五
日
㈮
に
シ
ル
バ
ー
の
日

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
し
ま
し

た
。
今
年
は
、
岩
倉
駅
西
ロ
ー
タ
リ
ー

及
び
中
央
公
園
の
清
掃
を
実
施
し
ま
し

た
。 参

加
さ
れ
た
会
員
の
皆
さ
ん
お
疲
れ

様
で
し
た
。 

                    

十
月
二
十
五
日
㈮
に
安
全
講
習
会
を

開
催
し
ま
し
た
。 

今
年
は
、
愛
知
県
警
察
の
防
犯
活
動

専
門
チ
ー
ム「
の
ぞ
み
」
に
よ
る
寸
劇
「
特

殊
詐
欺
の
被
害
防
止
」
を
取
り
入
れ
た
防

犯
教
室
を
行
い
ま
し
た
。 

会
員
広
報 

十
一
月
理
事
会 

そ
の
他
の
お
知
ら
せ 

シ
ル
バ
ー
の
日
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動 

計 男 女

４月当初 301 179 122

10月 末 290 173 117

増 減 △11 △6 △5

会員数

岩倉駅西ロータリー 

安
全
講
習
会
・
安
全
標
語 

中 央 公 園 
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ま
た
、
講
習
会
に
先
立
ち
令
和
六
年

度
の
安
全
標
語
及
び
川
柳
が
公
表
さ
れ
、

表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。
受
賞
者
に
は
賞

状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

             

 

表
彰
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

安
全
標
語 

 

◆
最
優
秀 

「
安
全
だ
ろ
う
と 

思
う
心
が 

事
故
の
も
と
」 

小
野
武 

◆
優
秀 

「
安
全
は 

慣
れ
た
仕
事
も 

再
確
認
」 

足
立
ケ
イ
子 

「
ち
ょ
っ
と
待
て
！
こ
の
ひ
と
手
間
が

事
故
防
ぐ
」 
旭
朝
美 

◆
佳
作 

「
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト 

思
い
つ
い
た
ら 

す
ぐ
共
有
」 

松
田
信
幸 

「
お
互
い
に 

安
全
確
か
め 

減
ら
す
事
故
」 

横
井
康
仁 

「
思
い
出
せ 

危
な
い
気
持
ち
と 

そ
の
経
験
‼
」 

阿
部
英
生 

 

川
柳 

 

◆
最
優
秀 

 

「
瘦
せ
よ
う
と 

サ
プ
リ
買
い
占
め 

減
る
は
金
」 

横
井
康
仁 

◆
優
秀 

「
ビ
ヨ
ウ
イ
ン 

何
科
に
行
く
の
と 

聞
く
夫
」 

旭
朝
美 

◆
佳
作 

 

「
シ
ル
バ
ー
の 

仲
間
と
過
ご
し 

は
や
八
十
路
」 

藤
山
晴
子 

  

 

①
市
道
除
草 

時
間 
毎
月
数
時
間 

場
所 
団
地
西
線(

岩
倉
団
地
西
側
歩
道) 

②
配
膳 

時
間 

毎
日
（
数
人
で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
） 

配
膳 

午
後
五
時
～
七
時
三
〇
分 

場
所 

一
期
一
会
福
祉
会 

(

北
島
町) 

③
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
管
理 

時
間 

㈪
～
㈯ 

午
前
八
時
四
十
五
分
～

九
時
三
〇
分
、
午
後
六
時
～
九

時
四
十
五
分 

㈰
・
祝 

午
前
八
時
四
十
五
分
～

午
後
一
時
十
五
分
、
午
後
一
時

十
五
分
～
六
時
十
五
分
、
午
後

六
時
十
五
分
～
九
時
四
十
五
分 

（
㈰
・
祝
は
、
う
ち
一
コ
マ
） 

場
所 

ポ
プ
ラ
の
家(

東
新
町) 

④
管
理
棟
清
掃 

時
間 

㈪
ま
た
は
㈭ 

午
前
八
時
三
〇
分

～
午
後
十
二
時
三
〇
分 

場
所 

石
塚
物
流
サ
ー
ビ
ス
㈱(

川
井
町) 

⑤
日
曜
資
源
回
収
受
付
業
務 

時
間 

第
一
・
三
㈰ 

午
前
八
時
三
〇
分

～
午
後
十
二
時
三
〇
分 

場
所 

ｅ
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ 

(

石
仏
町) 

⑥
日
曜
資
源
回
収
受
付
業
務 

時
間 

第
二
・
四
㈰ 

午
前
八
時
三
〇
分

～
午
後
十
二
時
三
〇
分 

場
所 

防
災
公
園
会
場 

(

川
井
町) 
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⑦
分
別
収
集
指
導
補
助 

時
間 
第
四
㈫ 

午
前
六
時
～
八
時
三
〇
分 

場
所 
本
町
北
口
区 

⑧
派
遣(

カ
ー
ト
整
理)

 

時
間 

毎
日 

午
前
九
時
～
午
後
九
時 

(

就
業
時
間
は
内
二･
五
時
間) 

場
所 

ア
ピ
タ
パ
ワ
ー
岩
倉
店 

⑨
派
遣(

商
品
陳
列)

 

時
間 

毎
日 

午
前
七
時
～
九
時
三
〇
分 

場
所 

ア
ピ
タ
パ
ワ
ー
岩
倉
店 

⑩
派
遣(

清
掃)

(

女
性
限
定)

 

時
間 

毎
日 

午
前
六
時
三
〇
分
～
十
時

三
〇
分(

～
九
時
三
〇
分
の
場
合

も
あ
り) 

場
所 

ピ
ア
ゴ
八
剱
店 

 

※
全
業
務
と
も
同
じ
業
務
を
複
数
の
会

員
が
日
付
や
時
間
を
変
え
て
就
業
す

る
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
担
当
し
ま
す
。

そ
の
他
の
依
頼
な
ど
、
詳
し
く
は
事

務
局
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

 

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

都
合
表
に
つ
い
て 

毎
月
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
翌

月
の
都
合
表
に
つ
い
て
、
毎
月
十
五
日

ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

十
二
月
分
作
業
日
報
の
提
出
は

お
早
め
に
‼ 

令
和
六
年
も
後
ひ
と
月
を
切
り
ま
し

た
。
事
務
局
の
業
務
は
二
十
七
日
㈮
ま

で
と
な
り
、
年
明
け
は
六
日
㈪
か
ら
の

業
務
開
始
と
な
り
ま
す
の
で
、
二
十
七

日
ま
で
に
作
業
報
告
書
（
日
報
）
を
持
参

で
き
な
い
場
合
は
、
年
明
け
五
日
ま
で

に
セ
ン
タ
ー
の
郵
便
受
け
に
入
れ
て
い

た
だ
く
か
、
六
日
に
必
ず
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。 

確
定
申
告
予
約
制
に
つ
い
て 

今
回
「
配
分
金
支
払
証
明
書
」
を
同
封

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
確
定
申
告
の
際

必
要
と
な
る
書
類
で
す
。
同
じ
く
同
封

し
ま
し
た
「
配
分
金
等
の
確
定
申
告
に

つ
い
て
」
で
申
告
に
つ
い
て
ご
確
認
く

だ
さ
い
。 

な
お
、
岩
倉
市
役
所
庁
舎
の
申
告
会

場
は
事
前
予
約
制
と
な
り
ま
す
。
市
庁

舎
で
申
告
さ
れ
る
方
は
事
前
の
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
広
報
一
月
号

ま
た
は
税
務
課
（
電
話
三
八―

五
八
〇

六
）
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

健
康
麻
雀
の
立
ち
上
げ
を 

検
討
中
‼ 

令
和
六
年
八
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
に
て
健
康
麻
雀
の
要
望
が
多
か
っ

た
こ
と
を
受
け
、
令
和
七
年
度
よ
り
岩

倉
シ
ル
バ
ー
健
康
麻
雀
の
立
ち
上
げ
を

検
討
し
て
い
ま
す
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
活
動
に
参
加
い
た

だ
け
る
会
員
を
募
集
し
ま
す
。 

希
望
者
へ
は
、
改
め
て
説
明
会
の
ご

案
内
を
し
ま
す
。 

経
験
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
ご
興
味
あ

る
か
た
は
、
事
務
局
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。 

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。 

新
規
サ
ー
ク
ル
募
集 

現
在
、
当
セ
ン
タ
ー
に
は
会
員
相
互

の
親
睦
と
生
き
が
い
充
実
を
目
的
と
し

た
サ
ー
ク
ル
と
し
て
、「
ゴ
ル
フ
」
と
「
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
」
が
あ
り
ま
す
。 

就
業
以
外
の
充
実
を
図
り
た
い
と
考

え
、
こ
の
度
、
新
規
サ
ー
ク
ル
を
募
集

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

サ
ー
ク
ル
設
立
後
は
、
シ
ル
バ
ー
広

報
や
事
務
局
前
の
掲
示
板
な
ど
で
参
加

会
員
の
募
集
等
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

同
じ
趣
味
の
仲
間
を
集
め
、
楽
し
く
活

動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

な
お
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
や
危
険
性
が
高

い
活
動
な
ど
事
務
局
で
認
め
ら
れ
な
い

内
容
の
サ
ー
ク
ル
設
立
は
で
き
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法
及
び
契
約
方

法
の
見
直
し 

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法
制
定
に
伴
い
、
令

和
七
年
四
月
一
日
か
ら
契
約
方
法
を
見

直
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
次
頁
イ
メ
ー

ジ
図
参
照
） 

こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
会
員
の
皆

さ
ん
が
新
た
に
行
う
こ
と
は
な
く
、
直

接
に
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
就
業
に

つ
い
て
も
従
来
通
り
で
す
。 

た
だ
、
原
則
的
に
業
務
内
容
等
を
明

示
し
た
「
仕
様
書
」（
従
来
は
口
頭
の
み
）

を
確
認
し
、
同
意
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

こ
の
確
認
は
電
磁
的
方
法
（
ス
マ
ホ
、

パ
ソ
コ
ン
等
）
で
行
い
ま
す
の
で
、
同

封
の
説
明
書
に
よ
り
登
録
を
お
願
い
し

ま
す
。
説
明
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
希

望
者
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 
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契 約 方 法 見 直 し の イ メ － ジ 

                              

                             

◎
ま
だ
ま
だ
募
集
中
‼ 

現
在
、
人
力
除
草
（
草
取

り
）
を
す
る
会
員
が
減
少
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
仕
事

の
依
頼
を
受
け
き
れ
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
、
お
手
す
き
の
会
員
の
皆
さ
ん
の
中

で
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

  

 


